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2009 年 4 月から 2018 年 4 月の福島県における
院内ガン登録拠点病院数の増加トレンド解析
注 1：拠点病院数の増加傾向は対数関数型（微増型）であり、全ガンの事

故無しトレンドと同じ傾向である。

◎データの情報源：国立がんセンターがん対策情報センター、がん情報・統計部 院

内ガン登録室発行「がん診療連携教典病院 院内ガン登録：2008 年～2017 年の全

国集計報告書」より拠点病院数を引用

URL: https://gangoho.jp＞report>report＞hosp_c>hosp_c_registry
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２００８年から２０１７年の福島県における院内ガ
ン登録 22 部位別がんのトレンド解析・プログラム
算定表
◎データの情報源：国立がんセンターがん対策情報センター、がん情報・

統計部 院内ガン登録室発行「がん診療連携教典病院 院内ガン登録：

2008 年～ 2017 年の全国集計報告書」より県別・部位別のガン登録数を

引用

URL: https://gangoho.jp＞report>report＞hosp_c>hosp_c_registry

https://gangoho.jp＞report>report＞hosp_c>hosp_c_registry
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2011 年から 2017 年の埼玉県における福島第一原発事故

原因による27部位別・がん罹患過剰数 （人）とがん罹患過

剰寄与率（％）
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2011 年から 2017 年の福島県における福島第一原発事故

原因による27部位別・がん罹患過剰数 （人）とがん罹患過

剰寄与率（％）
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2008 年から 2017 年の福島県における院内ガン
登録・結腸がんのトレンド解析
①原発事故原因で2017年までに増加した結腸がん登録者の合計人数→

1057 人

②原発事故発ガン寄与率のトレンドは指数関数（急増型）であり2012年に

は 8.2％、2017 年には 18.2％にまで増加し、この傾向は今後も持続すると

推定される。
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2008 年から 2017 年の福島県における院内ガン
登録・直腸がんのトレンド解析
①原発事故原因で2017年までに増加した直腸がん登録者の合計人数→

233 人

②原発事故発ガン寄与率のトレンドは線形関数（一定倍率増加型）であり

2013 年には 9.9％、2017 年には 11.5 にまで微増し、この横ばい傾向は今

後も持続すると推定される。



8

2008 年から 2017 年の福島県における院内ガン
登録・大腸がんのトレンド解析
①原発事故原因で2017年までに増加した大腸がん登録者の合計人数→

1334 人

②原発事故発ガン寄与率のトレンドは指数関数（急増型）であり2012年に

は 5.2％、2017年には 15.9%にまで増加し、この傾向は今後も持 続すると

推定される。
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2008 年から 2017 年の福島県における院内ガン
登録・肝臓がんのトレンド解析
①原発事故原因で 2017 年までに増加した肝臓がん登録者の合計人数→2745 人

②原発事故発ガン寄与率のトレンドは線形関数（一定倍率増加型）であり 2011 年に

は3.5％、2016年には12.3％にまで増加し、この傾向は今後も持続すると推定される。
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2008 年から 2017 年の福島県における院内ガン
登録・胆嚢胆管がんのトレンド解析
①原発事故原因で2017年までに増加した胆嚢胆管がん登録者の合計人

数→129 人

②原発事故発ガン寄与率のトレンドは 2011 年には 9.1％、2016 年には

18.9％にまで増加し、この傾向は今後も持続すると推定される。
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2008 年から 2017 年の福島県における院内ガン
登録・膵臓がんのトレンド解析
①原発事故原因で2017年までに増加した膵臓がん登録者の合計人数→

480 人

②原発事故発ガン寄与率のトレンドは線形関数（一定倍率増加型）であり

2012 年には 16.5％、2017 年には 25.8％にまで増加し、この傾向は 今後

も持続すると推定される。
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2008 年から 2017 年の福島県における院内ガン
登録・咽頭がんのトレンド解析
①原発事故原因で2017年までに増加した咽頭がん登録者の合計人数→

126 人

②原発事故発ガン寄与率のトレンドは多項式（ピーク型）であり 2011 年に

は 8.2％、2014 年には 34.2％でピークになり、その後は微減傾向が持続

すると推定される。
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2008 年から 2017 年の福島県における院内ガン
登録・骨軟部がんのトレンド解析
①原発事故原因で2017年までに増加した骨軟部がん登録者の合計人数

→111 人

②原発事故発ガン寄与率のトレンドは線形関数（一定倍率増加型）であり

2011 年には０％、2016 年には 29％にまで増加し、この傾向は今後も持続

すると推定される。
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2008 年から 2017 年の福島県における院内ガン
登録・皮膚がんのトレンド解析
①原発事故原因で2017年までに増加した皮膚がん登録者の合計人数→

449 人

②原発事故発ガン寄与率のトレンドは線形関数（一定倍率増加型）であり

2012 年には 12.7％、2017 年には 30.5％にまで増加し、 この傾向は今後

も持続すると推定される。
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2008 年から 2017 年の福島県における院内ガン

登録・乳がんのトレンド解析
①原発事故原因で 2017 年までに増加した乳がん登録者の合計人数→
857 人
②原発事故発ガン寄与率のトレンドは線形関数（一定倍率増加型）であり
2012 年には 1.6％、2017 年には 32.1％にまで増加し、この傾向は今後も
持続すると推定される。
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2008 年から 2017 年の福島県における院内ガン

登録・子宮頸部がんのトレンド解析
①原発事故原因で2017年までに増加した子宮頸部がん登録者の合計人
数→361 人
②原発事故発ガン寄与率のトレンドは対数関数（微増型）であり2012年に
は 12.6％、2017 年には 25％にまで微増し、この傾向は今後も持続すると
推定される。
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2008 年から 2017 年の福島県における院内ガン
登録・子宮体部がんのトレンド解析
①原発事故原因で2017年までに増加した子宮体部がん登録者の合計人
数→361 人
②原発事故発ガン寄与率のトレンドは対数関数（微増型）であり2012年に
は 12.6％、2017年には 25％にまで増加し、この微増傾向は今後も持続す
ると推定される。
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2008 年から 2017 年の福島県における院内ガン

登録・卵巣がんのトレンド解析
①原発事故原因で2017年までに増加した卵巣がん登録者の合計人数→
308 人
②原発事故発ガン寄与率のトレンドは多項式関数（ピーク型）であり 2011
年には 16.1％、2014 年には 45.5％でピークになり、その後は微減傾向が
持続している。
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2008 年から 2017 年の福島県における院内ガン
登録・前立腺がんのトレンド解析
①原発事故原因で2017年までに増加した前立腺がん登録者の合計人数

→1329 人

②原発事故発ガン寄与率のトレンドは線形関数（一定倍率増加型）であり

2012年には18.4％、2017年には29％にまで増加し、その後もこの傾向は

持続すると推定される。
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2008 年から 2017 年の福島県における院内ガン
登録・膀胱がんのトレンド解析
①原事故原因で 2017 年までに増加した膀胱がん登録者の合計人数→

188 人

②原発事故発ガン寄与率のトレンドは線形関数（一定倍率増加型）であり

2014年まではゼロ％、2015 年には 5.4％、2017 年には 20.3％で、この直

線的増加傾向は今後も持続すると推定される。
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2008 年から 2017 年の福島県における院内ガン

登録・腎尿路がんのトレンド解析
①原発事故原因で2017年までに増加した腎尿路がん登録者の合計人数
→145 人
②原発事故発ガン寄与率のトレンドは線形関数（一定倍率増加型）であり
2013 年には 4.7％、2017 年には 24.2％にまで増加し、この傾向は今後も
持続すると推定される。
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2008 年から 2017 年の福島県における院内ガに

はン登録・甲状腺がんのトレンド解析
①原発事故原因で2017年までに増加した甲状腺がん登録者の合計人数
→349 人
②原発事故発ガン寄与率のトレンドは多項式関数（ピーク型）であり
201211.5％、2015 年は 33.7％でピークになり、それ以後は微減傾向で
2017 年には 25.5％にまで減少したが、ゼロにはならずに微減傾向は今後
も持続すると推定される。
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2008 年から 2017 年の福島県おける院内ガン登
録・悪性リンパ腫がんのトレンド解析
①原発事故原因で 2017 年までに増加した悪性リンパ腫登録者の合計人

数→293 人

②原発事故発ガン寄与率のトレンドは対数関数（微増型）であり2011年に

は0.9％、2017年には19.4％にまで増加し、この微増傾向は今後も持続す

ると推定される。
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2008 年から 2017 年の福島県における院内ガン
登録・多発性骨髄腫のトレンド解析
①原発事故原因で2017年までに増加した多発性骨髄腫登録者の合計人

数→61 人

②原発事故発ガン寄与率のトレンドは線形関数（一定倍率増加型）であり

2013年には6.６％、2016年には26.1％にまで増加し、 この傾向は今後も

持続すると推定される。
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2008 年から 2017 年の福島県における院内ガン

登録・白血病のトレンド解析
①原発事故原因で 2017 年までに増加した白血病登録者の合計人数→
179 人
②原発事故発ガン寄与率のトレンドは対数関数（微増型）であり2011年に
は 5％、2017 年には 34.1％にまで増加し、この微増傾向は今後も持続す
ると推定される。
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2008 年から 2017 年の福島県における院内ガン

登録・他の血液がんのトレンド解析
①原発事故原因で2017年までに増加した他の血液がん登録者の合計人
数→211 人
②原発事故発ガン寄与率のトレンドは指数関数（急増型）であり2011年に
は 13.8％、2017 年には 43.3％にまで増加し、この傾向は今後も持続する
と推定される。
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2008 年から 2017 年の福島県における院内ガン

登録・その他のがんのトレンド解析
①原発事故原因で 2017 年までに増加したその他のがん登録者の合計人
数→662 人
②原発事故発ガン寄与率のトレンドは指数関数（急増型）であり2011年に
は 16.7％、2017 年には 56.9％にまで増加し、この傾向は今後も持続する
と推定される。
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